【図書紹介】 『哲学　ひとつの入門』ラインハルト・プラント著　大藪敏宏、佐々木護、菅沢龍文訳　理想社 二〇〇六年 by 木島 泰三
【図書紹介】 『哲学　ひとつの入門』ラインハル
ト・プラント著　大藪敏宏、佐々木護、菅沢龍文訳
　理想社 二〇〇六年
著者 木島 泰三
出版者 法政哲学会
雑誌名 法政哲学
巻 4
ページ 82-82
発行年 2008-06
URL http://hdl.handle.net/10114/7124
カント研究の権威による哲学入門書○原著全十二章の内、第
一章から第四章までの「矛盾律」「論理学の基本概念」「知覚・
物」「自我とその（自己）意識」と、原著第七章に相当する第五
章「道徳法則」からなる。訳文は原文の精密な思考を崩さない
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
、
原
著
者
自
身
が
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
際
の厳格な姿勢にマッチしていると感じられた。
本書の一つの特色は各章の構成である。まず最初に重要な古
典
的
テ
キ
ス
ト
の
抜
粋
が
あ
り
、
そ
の
後
に
テ
キ
ス
ト
の
「
解
説
」
が
来
て、原典のいわゆる精読の作業がなされる。そしてそれに「発
展的考察」が続き、現代的観点から、抜粋された原典の立場を
も批判的に相対化する哲学的思索への誘いがなされる。これは
まさに大学の哲学ゼミで日々行われてきた伝統的スタイルであ
り、本書はそれを追体験しうる書物と言いうる。読者は、古典
テキストを囲み、その精読を経た上で碩学の教授のコメントを
聞
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
も
と
に
議
論
し
合
う
、
と
い
う
経
験
に
似
た
も
の
聞き、そしてそれをもとに議論し〈
● 
を本書によって得られるであろう。
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入門書とはいえ、本：書は決して易しくはない。確かに必要な
予備知識は十分提供されるが、しかしそれを踏まえた上で読み
手自身に、著者独自の「矛盾律の哲学」と呼ぶべき街呈認体系を
自分なりに批判的に検討しながら読み進める覚悟が要求される。
ここに「哲単電すること」をこそ教えよう、というカント的精神
を見ることもできよう。また「哲学の歴史的展開は純粋な進歩
史ではなく……局部的な利益を得るために他の』観点での損失と
いう犠牲が払われている」と語る著者の古典テキストへの信頼
は、街呈‐史研究者には励みになるだろう。「プラトンとアリスト
テレスはサルトルとクワインに比べて多くの物事においてより
思慮深かったということは……争われないことです」「プラト
ンの哲学は討議倫理学のある弱点に対して抵抗力があります」
「カントならばニーチェとハイデッガーとを道徳と法の問題に
ついて十分に教え導くことができたでしょう」などの言葉に（十
九～二○頁）、西洋の哲学研究者ならではの、伝統への強い信頼
感が窺われる。これらは、日本の研究者ならば、本心はどうあ
れ、なかなかロに出しては言えない言葉ではないだろうか？
厘者宛昌盲二国圓昌聖二冨倶尋尉国富崗貸萱守菖閃戸澤臼〕』上降ヨ）．。三宮〕
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